
　
　
　
　
　
　
　

    　

      
柳
家
小
三
治
（
落
語
家
）

い
く
ら
人
か
ら
言
わ
れ
て
も
自
分
が
気
が
つ
か

な
い
う
ち
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
が
、
自
分

で
こ
う
と
気
が
つ
い
た
日
に
ゃ
こ
ん
な
強
い
こ

た
ァ
な
い
。

　
厳
し
い
冬
が
終
わ
り
を
告
げ
、
や
わ
ら
か
な
太

陽
の
光
が
大
地
に
注
ぎ
、
身
も
心
も
あ
た
た
ま
る

春
。
涅
槃
会
と
春
季
彼
岸
会
を
迎
え
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
当
寺
に
と
っ
て
こ
の
三
月
は
、
お
釈

迦
さ
ま
と
と
も
に
皆
さ
ん
の
ご
先
祖
さ
ま
を
ご
供

養
す
る
大
切
な
月
で
す
。と
も
に
心
一
つ
に
、ま
た
、

真
心
を
込
め
て
勤
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
達
仏
教
徒
が
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
切
な
対
象
は
「
三
宝
」
で
す
。
一
つ
目

は
「
仏
」（
お
釈
迦
さ
ま
）。
二
つ
目
は
「
法
」（
お

釈
迦
さ
ま
の
教
え
）。
三
つ
目
は
「
僧
（
伽
）」（
僧

侶
を
は
じ
め
と
す
る
信
仰
集
団
）
で
す
。
と
言
っ

て
も
、
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
方
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
日
本
人
は
、
自
身
が
信
仰
す
る
宗
教
を

問
わ
れ
る
と
七
割
も
の
人
が
「
無
宗
教
」
と
答
え

令和 4年 3月 15 日（火）発行

る
な
ど
、
自
身
の
信
仰
に
対
し
て
無
自
覚
な
人
が

多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
か
く
言
う
私
も
お
寺
に

生
ま
れ
、
小
学
校
四
年
生
の
時
に
出
家
得
度
（
僧

侶
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
）
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
仏
教
徒
で
あ
り
、
僧
侶
で
あ
る
と
い

う
自
覚
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
約
二
十
年
前
ま
で

薄
か
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
私
の
転
機
は
二
十
八
歳
の
時
、
高
校
の

同
級
生
が
病
気
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
初

め
て
「
死
」
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、「
生
き
る

意
味
」
を
求
め
た
時
、
自
分
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
存
在
で
あ
っ
た
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
（
仏
教
）

に
そ
の
答
え
を
求
め
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
大
本

山
永
平
寺
で
修
行
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
夜
の
坐

禅
を
行
じ
て
い
た
際
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ

て
き
た
家
族
、
お
檀
家
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
ご
縁
を
振
り
返
り
、「
自
分
、
そ
し
て
お
寺
を

支
え
て
き
て
く
れ
た
人
々
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と

が
、
自
分
の
生
き
る
意
味
で
あ
る
」
と
確
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
思
え
た
の
も
、
お
釈

迦
さ
ま
、
教
え
、
そ
し
て
僧
伽
に
関
わ
る
先
人
た

ち
と
い
う
「
三
宝
」
が
私
に
働
き
か
け
続
け
て
き

名
句

・
名
言
に
学
ぶ

（
令
和
四
年
三
月
～
五
月
）

　
　
　
　
　
　
長
く
厳
し
い
冬
も
終
わ
り
、
草
木
が
芽
吹
く
春
も
目
前

と
な
り
ま
し
た
。
本
堂
前
の
梅
の
蕾
も
少
し
づ
つ
ふ
く
ら
み
、
四
月
下

旬
に
は
花
咲
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
梅
の
木
が
私
達
に
与
え
て

く
れ
る
力
に
つ
い
て
テ
レ
ホ
ン
法
話
に
ま
と
め
ま
し
た
。
上
欄
掲
載
の

「
心
の
電
話
」
か
ら
お
聞
き
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。（
副
住
職
）

令
和
四
年
六
月
上
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
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・
屋
内
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

・
お
参
り
は
混
雑
時
を
避
け 

、
短
時
間
か
つ
最
少
人

　
数
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
発
熱
（
３
７
．
５
度
以
上
）
の
あ
る
場
合
は
法
要
へ

　
の
参
列
・
参
拝
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
お
参
り
の
際
は
必
ず
手
指
を
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

※

感
染
拡
大
の
際
は
法
要
を
無
参
列
法
要
と
し
、
行

　
事
自
体
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
葬
儀
・
法
事
に
つ
い
て
】

・
人
数
制
限
は
設
け
ず
、
席
と
席
の
間
隔
を
あ
け
、

　
換
気
を
頻
繁
に
行
う
な
ど
の
対
応
を
し
ま
す
。

・
本
堂
に
は
空
気
清
浄
機
を
設
置
し
、
ま
た
法
要
の　

　
間
な
ど
を
利
用
し
て
換
気
を
励
行
し
ま
す
。

・
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど
で
ネ
ッ
ト
中
継
が
で
き
る
よ
う
、

　
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
整
備
し
三
脚
を
備
え
付
け
ま
し
た
の
で

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
ネ
ッ
ト
中
継
に
よ
る
無
参
列
法
要
を
ご
希
望
の
方
は

　
メ
ー
ル
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

　
の
た
め
の
当
寺
の
対
応
に
つ
い
て

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
「
啐
琢
同
時
」
と
い
う
禅
語
が
あ
り
ま
す
。

鶏
の
雛
が
卵
か
ら
産
ま
れ
出
よ
う
と
す
る

と
き
、
殻
の
中
か
ら
卵
の
殻
を
つ
つ
い
て

音
を
た
て
ま
す
。
こ
れ
を
「
啐
」
と
言
い

ま
す
。
そ
の
時
、
す
か
さ
ず
親
鳥
が
外
か

ら
殻
を
つ
い
ば
ん
で
破
る
、
こ
れ
を
「
啄
」

と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
「
啐
」
と
「
啄
」

が
同
時
で
あ
っ
て
初
め
て
、
殻
が
破
れ
て

雛
が
産
ま
れ
る
の
で
す
。
思
え
ば
、
私
自

身
が
本
格
的
に
僧
侶
と
し
て
の
道
を
志
し

た
時
、
言
葉
や
生
き
方
で
私
の
殻
を
変
わ

ら
ず
つ
つ
い
て
く
れ
て
い
た
お
釈
迦
さ
ま

や
、
私
を
支
え
て
く
れ
て
き
た
人
々
が
居

て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
私
は
僧
侶
と
し
て

再
び
産
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
冒
頭
の
こ
と
ば
は
、
私
の
現
在
の
気
持

ち
を
代
弁
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
私
個
人
と
し
て
も
フ
ァ
ン
で
あ
っ

た
小
三
治
師
匠
は
、
惜
し
む
ら
く
も
、
昨

年
十
月
七
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
遺

し
て
く
れ
た
言
葉
は
今
も
多
く
の
人
々
に

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
涅
槃
会
で
ご
供

養
す
る
お
釈
迦
さ
ま
も
、
そ
し
て
、
彼
岸

会
で
ご
供
養
す
る
皆
さ
ん
の
ご
先
祖
さ
ま

も
同
様
で
す
。
こ
の
三
月
は
、
そ
ん
な
方
々

の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
自
分
自
身
の
志
を
立

て
る
機
会
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌
（
副
住
職
）

◆「
月
例
写
経・写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

三
月
二
十
七
日（
日
）、四
月
二
十
四
日（
日
）、

五
月
二
十
二
日（
日
）　
午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経・写
仏

場
所―

中
広
間　
参
加
費―

三
百
円　
　
備
考―

椅
子
席

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

四
月
三
日（
日
）、十
七
日（
日
）、五
月
一
日（
日
）、十
五
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅

場
所―

本
堂　
参
加
費―

無
料　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。
な
お
、
当
面
の
間
、
茶
話
会
の
開
催
は
見
合
わ
せ
ま
す
。

（
令
和
四
年
三
月
～
五
月
）

各
種
講
座
の
ご
案
内

曹洞宗テレホン法話
曹洞宗宗務庁運営

0120-508-740
携帯の方は 03-3454-5410

曹洞宗テレホン法話
「心の電話」

東北管区教化センター運営

022-218-4444
※3月 21日～ 31日

「梅の木の力」

（副住職担当）

【
維
持
費
納
入
に
つ
い
て
】

令
和
三
年
度
分
維
持
費
（
四
千
円
）
の
納
入
が

お
済
み
で
な
い
方
、
ま
た
、
お
手
元
に
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
払
込
取
扱
票
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
当

寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
最
終
納
付
期
限
は

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
で
す
）
な
お
、
令
和

四
年
度
分
維
持
費
関
係
書
類
は
令
和
四
年
六
月

末
か
ら
郵
送
も
し
く
は
各
地
区
役
員
さ
ん
を
通

し
て
お
手
元
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

大
安
寺

花
ま
つ
り

行
事
予
告

　
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
恒
例
行
事
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
も

　
し
く
は
内
容
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
開
催
日
：
令
和
四
年
五
月
八
日
（
日
）

　
午
前
九
時
〜
午
後
二
時

○
共
催
：
大
安
寺
保
勝
会　

○
釈
尊
降
誕
会
法
要　
午
前
十
一
時
〜
（
本
堂
に
て
）

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ
出
店
要
項

・
出
店
料
：
千
円
／
区
画
：2m

×
2m

程
度※

テ

ン
ト
・
椅
子
・
机
は
ご
用
意
し
ま
す
。

※

参
加
申
し
込
み
は
、
四
月
二
十
八
日
（
木
）

ま
で
に
、
メ
ー
ル
（info@
daianji.jp

）、Fax

（0175-34-6426

）、
電
話
（080-2042-8337

）

に
て
、「
グ
ル
ー
プ
名
」「
代
表
者
氏
名
」「
電
話

番
号
」「
主
な
販
売
物
」
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
甘
茶
か
け　
午
前
九
時
〜
（
本
堂
前
に
て
）

※

先
着
百
名
さ
ま
に
、
甘
茶
パ
ッ
ク
（
お
子
さ
ま
向
け
）
を
進
呈

○
お
茶
会―

午
前
九
時
〜
午
後
二
時
（
茶
室
に
て
）

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ―

午
前
九
時
〜
午
後
二
時

■
三
月
十
五
日（
火
）午
前
十
一
時
〜

「
涅
槃
会
法
要
」（
本
堂
）

※

お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅（
涅
槃
）に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る
法
要
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め「
だ
ん
ご
ま
き
」は
中
止
し
ま
す
。

■
三
月
二
十
一
日（
月・春
分
の
日
）午
前
十
一
時
〜

「
春
季
彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
）

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※

荒
天
時
は
本
堂
に
て

■
五
月
八
日（
日
）午
前
十
一
時
〜

「
降
誕
会
法
要
」（
本
堂
）

※

お
釈
迦
さ
ま
の
降
誕（
誕
生
）に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る
法
要
で
す
。

そ
っ 

た
く   

ど
う    

じ

そ
う             

ぎ
ゃ

さ
ん   

ぼ
う


